
ICTを用いたスマート水管理
～持続可能な農業の課題解決に向けて～
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農業・農村が目指すべき姿（１）農業水利施設

１．農業用水におけるＩＣＴの活用（KSIS&WATARAS)

クラウド監視制御で流域の統合自動制御⇒超省力水管理

・水源からほ場、用排水路までをつなぐ流域レベルの監視・観測ネットワークの構築
・リアルタイムの降雨・渇水予測に基づく自動制御による全体の水利調整の省力化
・ほ場の水需要にきめ細かく対応できる体制・システムの構築

出展：
農業農村整備に関する技術開発計画

～今後５年間で目指すべき技術開発の方向性～

農林水産省農村振興局
令和3年11月
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農業・農村が目指すべき姿（２）防災減災

１．農業用水におけるＩＣＴの活用（KSIS&WATARAS)

インフラの維持管理を低コストで実現⇒財政難解決の一助に

・ICTによる遠隔監視操作により、災害時に迅速かつ安全に対応できるシステムの構築
・決壊時に人的被害を与えるおそれがある防災重点農業用ため池等の整備
・豪雨による土砂災害や洪水の発生予測に基づく、ダムの事前放流、田んぼダムの活用

出展：
農業農村整備に関する技術開発計画

～今後５年間で目指すべき技術開発の方向性～

農林水産省農村振興局
令和3年11月
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農水や上下水道などに活用

１．農業用水におけるＩＣＴの活用 （KSIS)

インフラの維持管理を低コストで実現⇒財政難解決の一助に
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2003年サービス開始以来、4000機場を超える納入実績
状態監視、トレンド、メール通報等、施設管理に必要な機能を装備

１．農業用水におけるＩＣＴの活用 （KSIS)
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１．農業用水におけるＩＣＴの活用（KS IS）

ICT技術による機械の長寿命化を実現

水環境の総合メーカーとして蓄積したデータとノウハウ

⇒ビックデータ解析とA I診断によりライフサイクルコストを低減
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１．農業用水におけるＩＣＴの活用 （KS IS）

スマートフォンなどから、

いつでもどこでも設備の状態を確認•管理

イニシャルコストの低減

中央監視装置の導入なしに施設の集中監視が可能で

初期費用の大幅な軽減が可能となります｡

従来のテレメータ・中央監視装置の1/5から1/10の費用

通信端末装置MU-1000SE 54万円から
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１．農業用水におけるＩＣＴの活用 （KS IS）

通信費用、サーバ利用料込々プラン

中央監視では必要な保守費用も不要

ランニングコストの低減

対象施設 中央監視装置＋テレメータ
(通信料のみ)

KSISクラウド監視
（通信料＋サーバ利用料）

マンホールポンプ NTT一般回線 2300円 簡易プラン900円、通常プラン1500円

配水監視 NTT専用回線
アナログ 12000円から
デジタル 30000円から

流量・水位など1点 2000円
流量・圧力等4点まで 2500円

揚排水機場 同上 アナログ20点、接点59点 3000円

中央監視・テレメータ保守料
別途

通信費・クラウドサーバ利用料込み
端末装置保守料は通常無し

サービス利用料は中央監視の通信費と比べて安価
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WATARASによるほ場水管理

河川の水の約8割が農水

営農家は水管理に労力を要している

ICTを活用した給水栓の採用

水位の自動制御

水の省資源化：約50%削減

＋
水管理の労力：約80%削減

さらに
収量・食味の向上により収益改善も

２．農業用水におけるICTの活用 （WATARAS）

WATARASホーム
ページはこちら

製品寿命は10年、部品交換により更に永く利用頂けます

優れた投資対効果を実現

●多機能（スケジュール、田んぼダムなど）
●堅牢で基盤整備に最適

ここがポイント！



WATARAS スマートフォン画面例
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２．農業用水におけるICTの活用 （WATARAS）
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２．農業用水におけるICTの活用 （WATARAS）

システム概要
 給水口（バルブ・ゲート）と排水口の施設の両方または片方に、通信機能付きの電動モータ駆
動装置（電動アクチュエータ）および水位水温計を設置し、計測値に基づいて、遠隔操作また
は自動で給水・排水の制御を行うことができます。

 操作時は、スマートフォンから出した制御命令が、クラウドサーバを経由して、ほ場に設置した電
動アクチュエータに送信されます。また、電動アクチュエータと水位水温計のデータがクラウドサーバ
に送信保存され、水位、水温、バルブ・ゲートの開度など、水管理の履歴をグラフで確認すること
ができます。
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２．農業用水におけるICTの活用 （WATARAS）

電動アクチュエータ 設置例

パイプライン（バルブ） 開水路（ゲート）
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２．農業用水におけるICTの活用 （WATARAS）

導入メリット

【節水】 用水を効率的に活用
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２．農業用水におけるICTの活用 （WATARAS）

導入メリット

【スケジュール化】 稲作ごよみ同様の水管理計画を事前に設定
直播栽培や複数品種の栽培による作期分散などにより水管理が複雑化してい
ます。「スケジュール運転」制御では、品種別に稲作ごよみ同様の水管理スケジ
ュールを登録することが可能です。電動アクチュエータ（ほ場）毎に適切なスケジ
ュールを選択して、間違うことなく、自動で水管理ができます。
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２．農業用水におけるICTの活用 （WATARAS）

導入生産者さん・普及指導員さんの声（動画）
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２．農業用水におけるICTの活用 （WATARAS）

お客様の声
水管理に費やしていた時間を他の作業へあてられる［省力化］

「見回りに費やしていた時間を草刈りや追肥など、次の作業にあてられるのが最大のメリット。」
「スマートフォンで水位を常に確認できるので、日々の見回り作業が不要になった。」
「これから高齢化に伴って動いてもらえる人が少なくなっていくというのが目に見えている。WATARASは
、事務所の中でコントロールもできるし、集中管理ができるので助かったという思いです。」

熟練者と同じ水管理ができる［データ活用］
「新規就農者で「次はヒノヒカリを作ってみます」というような初心者がいても、いつどのタイミングで水を入
れればいいのか分からないと思うのですけど、WATARASではプログラム（スケジュール運転）が組めま
すから新規就農者にこのデータを渡してあげれば、長年やってるプロの農業が１年目からできるというこ
とになります。」

高品質・高収量化につながる［精密化］
「兼業農家さんが水管理されるのと、WATARASで水管理をするのでは、単収で約140キロ近く変わ
ってきています。やはり適期の水管理ですかね。（中略）品質も良くなって、収量も上がります。イコー
ル収益が上がるというカタチになります。」
「WATARASは24時間動いています。昼夜問わずに動かせます。代かき時に、なかなか水が入らない
ほ場であっても朝8時に来て代かきができる。計画通りに物事が運んでいくというのが、これはホントに凄
く良いです。」
「WATARASが付いたほ場は全て直播に切り替えています。直播では、水管理が非常に大事になって
きます。（中略）WATARASはひたすら設定した水位に持っていけますから、直播が簡単にできる。」
「ジャンボタニシ対策としても有効。浅水管理をすることでジャンボタニシの移動を抑えることが出来るの
で食害対策になる。」
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２．農業用水におけるICTの活用 （WATARAS）

「WATARAS」補償制度（動産総合保険）
• 補償制度（有償）をご用意しています

本補償制度の対象となるほ場水管理システムは、クボタケミックス製且つクボタ
の販売店で購入された機器に限ります。

補償の種類と概要

「水災（注意：津波は含まれません）による機器の水没が原因で故障したとき」、「衝
突や接触等により機器が破損したとき」、「機器が盗難されたとき」など不測かつ突
発的な事故によって生じた損害を補償します。

※お支払できないケースがございますので、概要は「補償制度ご加入のご案内」資
料をご確認ください。

お申込み方法

本補償制度に加入希望の方は、「補償制度加入希望票」に必要事項をご記入の上
、クボタ総合保険サービス㈱までFAXをお願い致します。FAXを受領した後、"動産総
合保険"の商品パンフレットと共に申込書類一式を郵送致します。
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２．農業用水におけるICTの活用 （WATARAS）

サポート体制
• WATARASを安心して末永くお使いいただけるよ
う部品供給体制を整えています。

• また、消耗部品や補修部品の交換、操作等で
ご不明な点が生じた際にサポートすることが出来
るように、全国に展開しているクボタ農業機械取
扱店と連携を図っています。
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２．農業用水におけるICTの活用 （KSIS）

大規模施設向け
PLC通信ユニット
監視＋自動制御

通信端末は2種類

●大規模な施設から小規模な施設まで適応
●1つの施設から構築可能

ここがポイント！

様々な施設への適応方法
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２．農業用水におけるICTの活用 （KSIS）

●従来のTM/TCからの置換が容易
●入出力端子を流用可能

ここがポイント！

既設TM/TCの更新方法
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クラウドサーバと通信端末機器

施設監視Monitoring

リアルタイム
広域監視

ワンタイム

パスワード

映像監視
Monitoring

KSISモバイル専用回線（閉域網）

・クラウドだからデータ
消滅が無い

・施設監視は
東西二拠点

・インターネットで、

いつで もどこでも

監視可能

・無線だから地震に
強い

・専用化されており、
データ漏洩無し

お客様のニーズに合わてシステム構築できます

２．農業用水におけるICTの活用 （KSIS）
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クラウドサーバと通信端末機器

KSISモバイル専用回線（閉域網）

２．農業用水におけるICTの活用 （KSIS）

小規模施設
水位計etc

大規模施設
自動制御

農政局・役場

事務所

中央管理所

自宅・外出先

インターネット

マンホール
ポンプ用で安価

三菱製等
標準PLCを採用

パナソニック
製を採用

PLC側で制御
通信異常時も運転継続

ファイヤウォール等
セキュリティ考慮

OA-PC、スマホ、タブレット
いつでもどこでも監視可能

制御は別ID、PWが必要
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国交省淀川河川集中管理センターでの遠隔操作

２．農業用水におけるICTの活用 （KSIS）

国土交通省 近畿地方整備局 淀川河川事務所
「淀川集中管理センター」パンフレットより
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国交省淀川河川集中管理センターでの遠隔操作

２．農業用水におけるICTの活用 （KSIS）
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総務省・農水省岩見沢市スマートシティ

本実証では、高度情報通信基盤を用いたSociety5.0社会の具現化により、人口減少下におい
ても地域社会の持続性を確保するために、ローカル５Ｇ、キャリア５Ｇ、地域BWA、LPWA等を活
用した以下の課題実証を行います。
また、地域情報基盤を活用した安全、安心向上等による定住促進に向けた実証を行います。

農業排水路水位監視と排水機場カメラ監視
防災減災を実現

↓
実証後は自動給水栓等面整備を計画

２．農業用水におけるICTの活用 （KSIS）
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総務省・農水省岩見沢市スマートシティ 農機自動走行

２．農業用水におけるICTの活用 （KSIS）

遠隔監視センタースマート農機トラクター
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総務省・農水省岩見沢市スマートシティ 排水路監視

２．農業用水におけるICTの活用 （KSIS）

広域監視
●状態監視 ●メール通知
●トレンドグラフ ●帳 票 など

水位の上昇が異なり、
雪ダムを発見

様々な通信方式
●BWA ●ローカル5G
●LPWA LoRa、11ah
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３．農業用水におけるICTの活用 （KSIS＆WATARAS）

水を自動化！ 支線系と圃場（田畑）の連携

KSISホームページ
はこちら

WATARASホーム
ページはこちら

ポンプ場と連携することで、需要に応じた配水と
ポンプ場の省力化・省エネをも実現。

ここがポイント！

１．KSISの紹介２．農業用水におけるICTの活用 （KSIS＆WATARAS）
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WATARASを設置

国営ICTモデル事業 新潟県関川水系土地改良区

２．農業用水におけるICTの活用 （KSIS＆WATARAS）



30

２．農業用水におけるICTの活用 （KSIS＆WATARAS）

国営ICTモデル事業 津有南部第1地区
・基本画面

KSISはカメラ監視もクラウドで提供

一つの画面で映像と施設の確認をしながら
操作することが出来ます。

ここがポイント！

北陸農政局
関川用水土地改良建設事業所
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２．農業用水におけるICTの活用 （KSIS＆WATARAS）

国営ICTモデル事業 津有南部第1地区
・分水ゲート制御

取水ゲートの自動制御
↓

省力化はもちろん、
余水吐による

無効放流の減少
↓

幹線水路節水
末端への配水

ここがポイント！

北陸農政局
関川用水土地改良建設事業所
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２．農業用水におけるICTの活用 （KSIS＆WATARAS）

国営ICTモデル事業 津有南部第1地区
・帳票画面

北陸農政局
関川用水土地改良建設事業所
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２．農業用水におけるICTの活用 （KSIS＆WATARAS）

国営ICTモデル事業 津有南部第1地区
・トレンドグラフ画面

操作員の省人化
（15人⇒6人）など
本実証の成果は
北陸農政局
せきかわ活動日誌
「ICTモデル事業実証
試験を実施中Vol.2」
をご参照下さい

北陸農政局
関川用水土地改良建設事業所
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ICT

圃場の給水栓に自動給水栓WATARASを設置して
水位の自動制御＋ポンプ場と共に自動制御

国営ICTモデル事業 赤川二期地区

従来はポンプ場の運
転を確認して、番水
表にもとづいて栓を
手動で開けて水位を

確認して閉める

今後は年間の水位ス
ケジュールを登録す
れば自動で水位制御、
番水もポンプ場と連

動で制御

スマート自動水管理

東北農政局

赤川農業水利事業所

２．農業用水におけるICTの活用 （KSIS＆WATARAS）

遠隔監視操作＋スケ
ジュール自動制御

機場操作
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自動制御＝自動で圃場へ配水＝
1. WATARAS（ワタラス）とKSIS（ケーシス）で水を自動で配水。
2. WATARASが圃場に自動で給水、KSISはポンプ場を遠隔監視制御。

圃場の需要に応じて
起動停止

揚水機場と連動
情報を連携

KSIS(KUBOTA Smart Infrastructure System) WATARAS

土地改良区 営農家

水位・開度

かんがい用水

給水指令

２．農業用水におけるICTの活用 （KSIS＆WATARAS）

KSISはカレンダー設定が可能。
給水日や番水の設定を一括で出来ます。
WATARASの需要でポンプを発停します。

ここがポイント！

A
ON

B
OFF

C
ON

東北農政局

赤川農業水利事業所
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２．農業用水におけるICTの活用 （KSIS＆WATARAS）

国営ICTモデル事業 赤川二期地区
・帳票画面

ほ場グループの
スケジュール

↓
番水の自動化

東北農政局

赤川農業水利事業所

ここがポイント！
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給水側を停止し

事前排水貯留量確保

排水高を上昇

大雨を完全貯留

河川の増水を抑制

天候と河川増水が回復

給排水を通常モード

大雨時の洪水被害の低減

３．今後の取り組み

排水ポンプ車による水害対応

クボタの排水ポンプ車

(DSシステム搭載)

大雨が予想された場合

スマート田んぼダムによる実証（全国8地区）

KSISで一斉操作・解除が可能です。
圃場毎に畔高を基に貯留高を個々に設定。
WATARASで完全貯留します。

ここがポイント！
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①全体監視をクリックすると、対象圃場の地
図が表示されます。

地図上〇は給水栓の状態を表し、□は排水
装置の状態を表します。

②各ほ場名にマウスを乗せる、或いはタップ
すると各ほ場の詳細情報が表示されます。

①

②

全体監視画面

３．今後の取り組み

スマート田んぼダムによる実証（全国8地区）

操作画面
①「自動」を押すと、通常⇔ダムのモード変更を
自動で一斉に行えます。

②「ダムモード」を押すと「通常」⇒「ダム準備（
事前排水）」⇒「ダム」の切替を排水路が溢れ
ないように各グループごとに時間差をつけて自
動実行します。

③通常状態にしたい場合、「通常モード」を押
すと、「ダム」⇒「通常」の切替を排水路が溢れ
ないように各グループごとに時間差をつけて自
動で行います。

①

② ③
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土地改良施設維持管理適正化事業

３．今後の取り組み

農水省HPより（https://www.maff.go.jp/j/nousin/soumu/yosan/R3_hojyo/attach/pdf/R3_hojyo-97.pdf）



～幹線用水路・支線用水路から排水系まで

３．今後の取り組み

40

土地改良施設維持管理適正化事業
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用排水水管理システムの検討

３．今後の取り組み

排水ゲート

排水機場
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排水機場の遠隔操作化

３．今後の取り組み

トレンド画面

電動機駆動では
遠隔操作が可能
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KSIS 太陽光水位計＆ゲート

３．今後の取り組み

・低コスト 設置するだけでKSISで管理
・10分毎にデータを自動収集

・電源の無いところでも遠隔操作化
・小型ゲートも開発中
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農地耕作条件改善事業

３．今後の取り組み

農水省HPより（https://www.maff.go.jp/j/nousin/soumu/yosan/R3_hojyo/attach/pdf/R3_hojyo-141.pdf）
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農地耕作条件改善事業

３．今後の取り組み

農水省HPより（https://www.maff.go.jp/j/nousin/soumu/yosan/R3_hojyo/attach/pdf/R3_hojyo-141.pdf）
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農業水路等長寿命化・防災減災事業

３．今後の取り組み

農水省HPより（https://www.maff.go.jp/j/nousin/soumu/yosan/R3_hojyo/attach/pdf/R3_hojyo-148.pdf）
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農山漁村振興交付金（情報通信環境整備対策）

３．今後の取り組み

農水省HPより（https://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/jouhoutsuushin/jouhou_tsuushin.html）

通信基盤を整備して、施設の管理のほか
生活領域での活用を推進



「スマート農業の実現に向けて」
クボタは農業機械と 農業用水の自動化により

豊かな農業を支援します
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